
○乳及び乳製品の成分規格等に関する省令（昭和二十六年厚生省令第五十二号）

（抜粋）

第二条

３８ この省令において「調製粉乳」とは、生乳、牛乳、特別牛乳若しくは生

水牛乳又はこれらを原料として製造した食品を加工し、又は主要原料とし、

これに乳幼児に必要な栄養素を加え粉末状にしたものをいう。

第三条 乳等に関し、法第十条第一項に規定する厚生労働省令で定める場合並

びに法第十三条第一項に規定する成分規格及び製造等の方法の基準につい

ては、別表に定めるところによる。

別表

二 乳等の成分規格並びに製造、調理及び保存の方法の基準

（五） 乳等の成分又は製造若しくは保存の方法に関するその他の規格又は

基準

（６）調製粉乳及び調製液状乳にあっては乳（生山羊乳、殺菌山羊乳及び

生めん羊乳を除く。）又は乳製品のほか、その種類及び混合割合につき

厚生労働大臣の承認を受けて使用するもの以外のものを使用しないこ

と。
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